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１．はじめに  

 本報告は，アルカリ骨材により変状をきたしたコンクリート構造物について，アルカリ骨材反応による劣化

と，それに伴うコンクリート内部の鉄筋の腐食進行を予測する方法を提案したものである．アルカリ骨材反応

による劣化予測では，ひび割れの幅やその間隔を予測の対象とし，さらに，ひび割れから凍結防止剤などの塩

化物イオンがコンクリート中に浸入して鋼材の腐食に影響を及ぼすことも考慮した． 

 

２．劣化予測の考え方 

 図 1 にアルカリ骨材反応と塩害が複合し

た場合の劣化予測手法の概要を示す．劣化の

進行をアルカリ骨材反応によるひび割れの

発生および進展と，塩害による鉄筋腐食とに

大きく分けて考えた． 

 

３．アルカリ骨材反応の進行予測 

 アルカリ骨材反応による劣化の進行の指

標として，ひび割れに着目し，幅と本数の経

時変化を仮定した．現状ではどちらも確立さ

れた予測手法がないため，最大ひび割れ幅と

最小ひび割れ間隔を仮定し，それぞれの経時

変化を S 字形の曲線で表現した．ひび割れ幅

を w，ひび割れ間隔を l とし，w と w/l の経

時変化曲線を設定した．計算例を，図 2 から

図 4 に示す．図にはそれぞれアルカリ骨材反

応による劣化が速い場合（H），中間の場合（M），

遅い場合（L）を仮定した曲線を示した． 

 

４．塩害による劣化進行予測  

 塩害による劣化の進行は，かぶり，塩化物

イオン濃度，中性化深さ，気象条件などをパ

ラメ−タとする予測手法によった１）．この手

法では，劣化要因の中で，時間に依存するパ

ラメ−タは塩化物イオン濃度分布と中性化深

さに限定される．したがって，中性化深さと
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図 1 劣化予測の流れ 
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塩化物イオン濃度の経時変化を解析的に求めること

で，将来の腐食の進行を予測した． 

(1) 中性化深さの予測 

 中性化深さは，式(1)に示す√t 則で計算した． 

ty ⋅= α   （1） 

ここに， y ：時刻 tにおける中性化深さ（mm） 

α：中性化速度係数（mm/√年）. 

(2) 塩化物イオンの浸透予測 

 塩化物イオンの移動に及ぼすひび割れの影響

を考慮するため，示方書施工編２）に示されている

拡散係数の算定式を最大ひび割れ幅1mmまでに拡

張した式(2)を用いた． 
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ここに，Dd：塩化物イオンに対する設計拡散係数

（cm2/年）,γ：コンクリートの材料係数

（=1.0）,Dk：コンクリートの塩化物イオンに対

する拡散係数の特性値（cm2/年）,D0’：コンクリ

ート中の塩化物イオンの移動に及ぼすひび割れ

の影響を表す定数（cm2/年）. 

 

５．予測結果  

 アルカリ骨材反応と塩害による複合劣化を考

慮した劣化進行予測結果を図 5および図 6にそれ

ぞれ示す． 

 図 5 に示したように，鉄筋位置における塩化物

イオン濃度は，本検討で仮定したアルカリ骨材反

応の進行速度の違いにより，2kg/m3程度の差が生

じている．3ケ−スともにひび割れの影響が大きく，

40〜50 年以降は塩化物イオン濃度の増加は見ら

れない．図 6 に示したように鉄筋の腐食度は，塩

化物イオン程の差は生じていないが，腐食度 3 の

線を横切る時間を比較してみると，各ケ−ス間で

10 年程の差が生じている． 
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図 2 ひび割れ幅の進展曲線 
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図 3 ひび割れ幅/ひび割れ間隔比の進展曲線 
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図 4 ひび割れ間隔の進展曲線 
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図 5 鉄筋位置塩化物イオン濃度の予測結果 
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図 6 鉄筋の腐食の予測結果 
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